
　

高
萩
市
立
東
小
学
校
は
、
２
０
０
８
年
度
に
国
立

教
育
政
策
研
究
所
の
指
定
で
、
評
価
に
関
す
る
研
究

を
始
め
た
。
子
ど
も
は
元
気
で
活
発
で
あ
る
が
、
学

習
へ
の
主
体
性
は
弱
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
同
校
が
あ
る
地
域
は
教
育
へ
の
関
心
が
あ
ま
り

高
く
な
く
、
保
護
者
の
家
庭
学
習
へ
の
理
解
も
あ
ま

り
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
影
響
も
あ
り
、
子
ど
も
の
学
力
は
全
体

的
に
低
く
、
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
の
結
果
は
全
国
・
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
た
。
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単
元
ご
と
に
児
童
の
評
価
を
蓄
積
し

丁
寧
な
支
援
に
生
か
す

学
力
の
伸
び
悩
み
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
高
萩
市
立
東
小
学
校
。

２
０
０
８
年
度
か
ら
、
評
価
に
関
す
る
研
究
を
始
め
た
の
を
機
に
、
問
題
解
決
型
の
授
業
を
導
入
し
た
。

指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図
っ
た
結
果
、
基
礎
・
基
本
が
定
着
し
、
成
果
は
目
に
見
え
る
形
で
表
れ
て
い
る
。

学
校
事
例

茨
城
県

高
萩
市
立
東
小
学
校

3

校長 大内富夫先生

児童数 298人 学級数　１４学級（うち特別支援学級2）

所在地 〒318-0012　茨城県高萩市有明町1-141

TEL 0293-22-2542

URL http://edu.city.takahagi.ibaraki.jp/higa-es/

公開研究会　未定

◎1958（昭和33）年創
立。「友愛」「自立」「礼
儀」「健康」が校訓。
２００８年度から３年間、
国立教育政策研究所の指
定で「確かな学力をはぐく
むための指導と評価の研
究」に取り組んだ

S c h o o l  D a t a

背景・課題
◎学力が低迷し、「全国学力・学習状況調査」な
どの結果は全国・県平均を下回っていた

◎保護者の教育への関心はあまり高くなく、勉強
は学校に任せているという雰囲気があった

評価に関する取り組み
◎子どもを伸ばすための評価の研究に取り組み、
指導と評価の一体化を図った

◎問題解決型の授業を取り入れ、評価規準や座席
表などの評価方法を工夫した

◎県一斉に行う「学力診断のためのテスト」の結
果を分析して、指導に生かした

成果
◎算数での「指導と評価の一体化」を軸にした授
業改善が、他の教科にも波及した

◎「学力診断のためのテスト」の結果が飛躍的に
向上した

◎教師が指導に責任感を一層持つようになった

■
背
景

「
勉
強
は
学
校
に
任
せ
て
い
る
」地
域
で

学
力
に
大
き
な
課
題

http://edu.city.takahagi.ibaraki.jp/higa-es/
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子どもが伸びる学習評価

研
究
主
任
の
木
村
裕
子
先
生
は
当
時
を
次
の
よ
う
に

振
り
返
る
。

　
「
研
究
指
定
を
受
け
た
も
の
の
、
３
年
間
で
成
果

が
上
が
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
子
ど
も
を
伸
ば
す
評
価

が
出
来
る
の
か
、
学
校
全
体
で
検
討
し
ま
し
た
」

　

検
討
の
結
果
、
研
究
テ
ー
マ
は
、
指
導
と
評
価
の

一
体
化
を
図
り
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
丁
寧
に
見

取
り
な
が
ら
指
導
を
改
善
す
る
こ
と
と
し
た
。
対
象

は
、
算
数
の
「
数
と
計
算
」
に
絞
っ
た
。

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
学
習
の
き
ま
り
を
定
着

す
る
こ
と
だ
っ
た
。
定
規
や
下
敷
き
な
ど
決
め
ら
れ

た
学
習
用
具
を
必
ず
持
っ
て
く
る
よ
う
に
徹
底
す
る

な
ど
、
授
業
態
度
の
指
導
か
ら
始
め
た
。

　

同
時
に
、
授
業
は
問
題
解
決
型
を
土
台
と
し
、
流

れ
を
統
一
さ
せ
た
。
授
業
の
冒
頭
で
、
問
題
を
提
示

す
る
。
児
童
は
「
分
か
っ
て
い
る
こ
と
」
に
は
実
線
、

「
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
」
に
は
波
線
を
引
く
。
更
に
、

見
通
し
を
持
た
せ
、
本
時
の
課
題
を
つ
か
ま
せ
る
。

次
に
、
児
童
は
個
別
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。
そ

し
て
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
自
分
の
考
え
を

発
表
し
た
り
、
全
体
で
話
し
合
っ
た
り
し
て
結
果
を

ま
と
め
る
。
最
後
は
、
授
業
の
理
解
度
を
測
る
「
評

価
問
題
」
に
取
り
組
み
、
自
己
評
価
を
記
入
し
て
、

授
業
の
振
り
返
り
を
す
る
。

　

評
価
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
、
評

価
問
題
、
振
り
返
り
カ
ー
ド
の
結
果
を
踏
ま
え
て
行

う
。
子
ど
も
を
適
切
に
見
取
る
た
め
に
、
単
元
ご
と

に
評
価
規
準
を
作
成
し
た
。
工
夫
し
た
の
は
、
規
準

を
よ
り
具
体
的
に
明
記
し
、
Ｃ
評
価
か
ら
Ｂ
評
価

に
引
き
上
げ
る
手
立
て
も
盛
り
込
ん
だ
こ
と
だ
（
図

１
）。

　
「
単
に
評
価
は
Ｃ
と
す
る
の
で
は
な
く
、
Ｃ
の
子

ど
も
が
授
業
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
、
評
価
規
準
に
支
援
の
手
立
て
を
明
記

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
方
、
Ａ
評
価
も
、
規

準
に
達
し
て
い
れ
ば
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。Ａ
Ｂ
Ｃ
の
状
態
を
明
確
に
言
語
化
し
た
こ
と
で
、

教
師
が
子
ど
も
を
見
取
り
や
す
く
な
り
、
そ
の
後
の

手
立
て
も
考
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
」（
木
村
先
生
）

　

評
価
を
指
導
に
生
か
す
た
め
に
活
用
し
て
い
る
の

は
「
座
席
表
」
だ
（
Ｐ
．20
図
２
）。
こ
れ
は
、
座
席

と
同
じ
順
に
、
子
ど
も
の
授
業
ご
と
の
評
価
を
書
き

込
め
る
用
紙
で
、
単
元
ご
と
に
作
成
す
る
。

　

図
２
を
例
に
見
て
み
よ
う
。
左
に
座
る
子
ど
も

「
ア
」
は
、
１
時
間
目
は
Ｃ
評
価
だ
っ
た
。
教
師
の

メ
モ
に
は
、「
数
直
線
の
か
き
方
」
が
「
×
（
出
来

な
か
っ
た
）」
だ
っ
た
た
め
、
次
の
時
間
は
支
援
と

し
て
「
ヒ
ン
ト
カ
ー
ド
」
を
用
い
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
２
時
間
目
に
は
理
解
が
深
ま
り
、

Ｂ
評
価
に
な
っ
た
。
子
ど
も
「
イ
」
は
、
１
時
間
目

は
Ｂ
評
価
だ
っ
た
が
、
２
・
３
時
間
目
は
Ａ
評
価
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
Ｂ
評
価
か
ら
Ａ
評
価
へ
と
理
解
を
高
め
る
指
導

に
は
、『
ど
う
し
て
こ
う
考
え
た
の
か
』
と
い
っ
た

高
萩
市
立
東
小
学
校
校
長

大
内
富
夫
お
お
う
ち
・
と
み
お

「
小
学
校
時
代
に
種
を
し
っ
か
り
植
え
付
け

て
あ
げ
れ
ば
、
適
切
な
時
期
に
自
ら
の
力
で

開
花
し
て
い
く
」

高
萩
市
立
東
小
学
校

木
村
裕
子
き
む
ら
・
ひ
ろ
こ

研
究
主
任
。「『
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
』
を

第
一
に
考
え
、『
わ
か
っ
た
』『
で
き
た
』
と

い
う
喜
び
を
伝
え
た
い
」
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■
評
価
の
工
夫
①

問
題
解
決
型
の
課
題
を
取
り
入
れ

評
価
規
準
を
よ
り
具
体
的
に
明
示

■
評
価
の
工
夫
②

各
授
業
の
評
価
を
座
席
表
に
表
し

単
元
を
通
し
て
支
援
を
す
る

図１ 評価規準の例　５年生算数

評価規準と共に、十分ねらいを達成している状態と、必要な支援を具体的に記して
いる　　　　　　　　　　　　　 ＊同校の資料を一部抜粋して編集部で作成

：十分満足な状況
：努力を要すると判断された児童への具体的な支援

除数が帯小数の場合にも除法の意味を拡張してとらえ、既習の整数の除法
に関連付けて、小数で割る除法の計算の方法を考えようとする。
小数の割り算の意味と計算の仕方を計算のきまりや数直線、図などを使って
考える。

＜発表・ノート・振り返りカード・評価問題＞

●

●

既習の整数の除法を積極的に生かし、小数で割る除法の計算方法を
考えようとしている。
図、数直線、言葉、式を用いて、２.４を整数化するために96と2.4を10
倍して計算し、計算の仕方を言葉で説明することができている。

●

●

評価規準 A

A

整数の除法の形にすることで、既習の計算方法が生かせることをおさ
える。

●

C

C



教
師
の
補
助
発
問
に
よ
っ
て
考
え
を
深
め
さ
せ
た

り
、
発
表
や
話
し
合
い
を
通
し
て
友
だ
ち
の
考
え
を

聞
き
、
新
た
な
考
え
を
獲
得
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　

授
業
の
終
盤
に
行
う
評
価
問
題
は
、
子
ど
も
の
授

業
の
理
解
度
を
把
握
す
る
た
め
に
重
視
す
る
。
主
に

知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
授
業
で
は
、
知
識
を
問
う

評
価
問
題
を
出
す
が
、
考
え
方
を
学
ぶ
授
業
で
は
記

述
式
問
題
に
し
て
理
解
度
を
測
る
。

　
「
授
業
は
、
最
終
的
に
評
価
問
題
が
解
け
る
こ
と

を
目
指
し
て
計
画
し
ま
す
か
ら
、
解
け
な
い
子
ど
も

が
い
れ
ば
、
指
導
に
課
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
に

と
っ
て
適
切
な
授
業

だ
っ
た
か
ど
う
か
は
、

こ
の
評
価
問
題
に
反
映

さ
れ
る
の
で
す
。
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
教
師

は
次
の
授
業
を
計
画
し

直
し
ま
す
」（
木
村
先

生
）

　

研
究
が
進
む
に
つ

れ
、
評
価
問
題
の
正
答

率
は
高
く
な
っ
た
。
子

ど
も
の
学
力
が
伸
び
た

こ
と
に
加
え
、
教
師
が

ね
ら
い
を
踏
ま
え
た
授

業
を
計
画
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
大
き

い
と
い
う
。

　

授
業
の
最
後
に
、子
ど
も
は
「
振
り
返
り
カ
ー
ド
」

に
そ
の
授
業
の
課
題
、
分
か
っ
た
こ
と
や
感
想
を
書

き
、「
頑
張
っ
た
か
」「
分
か
っ
た
か
」
を
そ
れ
ぞ
れ

３
段
階
で
自
己
評
価
す
る
（
図
３
）。
カ
ー
ド
は
毎

時
間
提
出
し
、担
任
が
そ
の
自
己
評
価
を
確
認
す
る
。

　
「
何
が
分
か
っ
た
の
か
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
次

の
授
業
に
つ
な
が
り
ま
す
。『
明
日
は
こ
れ
を
し
た

い
』
と
い
っ
た
記
述
も
あ
り
、
授
業
を
計
画
す
る
上

で
の
参
考
に
も
な
り
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　

単
元
の
評
価
に
は
「
評
価
補
助
簿
」
を
用
い
る
。

こ
れ
は
、
評
価
規
準
の
各
項
目
を
Ａ
＝
３
点
、
Ｂ
＝

２
点
、
Ｃ
＝
１
点
と
点
数
化
し
評
価
す
る
も
の
で
、

最
後
に
全
体
の
理
解
を
確
認
す
る
「
総
括
の
評
価
問

題
」
の
評
価
を
２
倍
に
し
て
加
え
て
計
算
す
る
。
例

え
ば
、
評
価
規
準
が
３
つ
あ
る
場
合
、
あ
る
子
ど
も

は
「（
２
＋
３
＋
２
＋
２
×
２
）
÷
５
」
で
計
算
さ
れ
、

平
均
は
２
・
２
と
算
出
さ
れ
る
。
単
元
の
評
価
は「
Ａ

＞

２
・
５≧

Ｂ≧

１
・
５＞

Ｃ
」
で
あ
る
た
め
、
単
元

評
価
は
Ｂ
と
な
る
。
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図３ 「振り返りカード」　６年生算数の例

「振り返りカード」に授業の最後に分かったことや自己評価を記入する。子どもの感想や理解度
に合わせて、教師がコメントを返す　　　　　　　　　　　　＊同校の資料をそのまま掲載

■
評
価
の
工
夫
③

子
ど
も
の
振
り
返
り
を

教
師
が
き
ち
ん
と
評
価
す
る

図２ 座席表形式の評価記録用紙

単元ごとに座席と同じ順で評価を記入する表を作り、授業の評価を記録し、必要な支援などを
メモする。単元を通した子どもの変容がよく分かる
＊同校の資料を一部抜粋して編集部で作成
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ま
た
、
茨
城
県
が
実
施
し
て
い
る
「
学
力
診
断
の

た
め
の
テ
ス
ト
」（
３
〜
６
年
生
で
国
語
、
社
会
、

算
数
、
理
科
）
の
結
果
も
指
導
な
ど
に
活
用
し
て
い

る
。
経
年
で
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
一
人
ひ
と
り
の
弱

点
を
把
握
。
授
業
で
補
充
指
導
を
し
た
り
、
個
別
指

導
に
生
か
し
た
り
し
て
い
る
。

　

３
年
間
の
研
究
成
果
の
１
つ
は
、「
学
力
診
断
の

た
め
の
テ
ス
ト
」
な
ど
の
結
果
が
飛
躍
的
に
向
上
し

た
こ
と
だ
。
大
内
富
夫
校
長
は
こ
う
総
括
す
る
。

　
「
以
前
は
、
テ
ス
ト
結
果
が
平
均
よ
り
10
ポ
イ
ン

ト
、
良
く
な
い
教
科
で
は
20
ポ
イ
ン
ト
も
下
回
っ
て

い
ま
し
た
が
、
10
年
度
以
降
、
３
〜
６
年
生
で
、
ほ

と
ん
ど
の
教
科
が
平
均
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
か
つ
て
は
市
内
で
下
位
で
し
た
が
、
今
は
上
位

に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
指
導
と
評
価
が
改
善

さ
れ
た
影
響
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
学
習
の
き

ま
り
を
整
え
た
こ
と
や
保
護
者
に
家
庭
学
習
へ
の
協

力
を
呼
び
掛
け
た
こ
と
も
、
好
結
果
の
要
因
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」

　

研
究
対
象
の
算
数
以
外
の
教
科
に
も
、
指
導
改
善

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
成
果
の
１
つ
だ
。

　
「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
に
よ
り
、
子
ど
も
が
授

業
の
流
れ
を
理
解
し
た
こ
と
を
、
他
の
教
科
で
も
生

か
し
て
い
ま
す
。
研
究
を
通
し
て
、『know

 how

』

で
は
な
く
、
何
の
た
め
に
指
導
や
評
価
を
改
善
す
る

か
と
い
う
『know

 w
hy

』
に
気
付
い
た
こ
と
で
、

先
生
方
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
」（
大
内
校
長
）

　
「
指
導
や
評
価
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
が
変
わ
る
」

と
い
う
事
実
を
前
に
し
て
、
教
師
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
指
導
に
責
任
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
研
究
に
対

し
て
も
前
向
き
に
な
っ
た
。
現
在
は
、
国
語
の
校
内

研
究
を
進
め
て
い
る
。国
語
の
言
語
活
動
の
研
究
は
、

自
主
的
な
取
り
組
み
だ
。

　
「
自
己
表
現
力
を
付
け
た
い
と
い
う
の
が
以
前
か

ら
の
願
い
で
し
た
。
学
力
が
平
均
レ
ベ
ル
に
な
り
、

や
り
た
か
っ
た
言
語
活
動
の
研
究
に
取
り
組
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
」（
大
内
校
長
）

　

研
究
推
進
の
た
め
、
教
師
の
多
忙
感
の
軽
減
も
図

る
。
例
え
ば
、
以
前
行
っ
て
い
た
毎
朝
の
職
員
会
議

は
取
り
止
め
た
。
緊
急
時
は
メ
モ
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
で
の
連
絡
で
代
用
し
て
い
る
が
、
特
に
問
題
は
な

い
と
い
う
。旺
盛
な
研
究
意
欲
の
背
後
に
あ
る
の
が
、

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
と
い
う
思
い
だ
。

　
「
東
日
本
大
震
災
で
は
、
本
校
の
校
庭
に
も
津
波

が
押
し
寄
せ
る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
に
心
の
傷
を
負
っ
て
い
ま
す
。
教
師
は

必
死
に
子
ど
も
を
守
り
、
今
も
精
神
面
の
ケ
ア
に
心

を
配
っ
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
、
勉
強
に
集
中
で
き

な
く
て
も
無
理
は
な
い
状
況
で
す
が
、
教
師
の
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
、
子
ど
も
た
ち
は
前
向
き

に
育
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」（
大
内
校
長
）

　

そ
の
よ
う
な
強
い
思
い
が
根
底
に
あ
る
か
ら
こ

そ
、
研
究
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
指
導
や
評
価
の
技

法
が
授
業
の
中
で
生
き
て
く
る
の
だ
ろ
う
。
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学校をつくり、動かすチームワーク

　目的がぶれないように明確に示し続けるのが、リーダー
の役割と考えています。そして、方向性を伝えた後、具
体的な実践については、主任の先生方に任せることを大
切にしています。また、先生方の「子どもたちのために」
という思いが、形として現れやすいような環境づくりに
力を入れています。何より、「ピンチを楽しみながらチャ
ンスに変えていこう」とする校長の姿勢が最も重要なこ
とだと思います。

　誰しも１人で研究を進めることは出来ません。先生方
の思いをくみ取って調整役になり、組織を動かしていく
ことが主任の役割だと思います。一人ひとりの教師が１
歩ずつ前に進んで、チームとして動けるような体制をつ
くりたいと、いつも考えています。そのためには、「やら
されている」のではなく、「やってよかった」という思い
を持って研究が出来るように、研究内容を考えていくこ
とも、主任の仕事だと思っています。

研究主任  木村裕子先生校長  大内富夫先生

校長の役割 ミドルリーダーの役割

■
成
果

子
ど
も
の
学
力
が
大
幅
に
伸
び

教
師
の
意
識
も
変
わ
る




